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●留寿都村ふるさと応援基金
　子育て支援奨学金　給付対象者を拡大

未央流留寿都尚渓会による「島田のブンブ
ン」です。

チャリティーカラオケの夕べ



お問合せ先　留寿都村教育委員会　学校教育係　電話：0136-46-3321

留寿都村ふるさと応援基金子育て支援奨学金
～平成31年度から給付対象者を拡大します～

　留寿都村では大学等への進学を応援するため、返済の必要がない給付型の奨学金制度を平成30
年４月からスタートさせました。

　平成31年度給付分からは、給付対象者を拡大し実施いたします。

※受給者とは、奨学金を受給する世帯の主たる生計維持者で、世帯の代表者です。

①申請の日の６か月前から引き続き村内に住所を有する者がいる世帯であること。
②奨学金の受給者及び世帯全員に市町村税等の滞納がないこと。

→「市町村民税所得割額が非課税の世帯」という要件がなくなりました。

▶奨学金の受給者の要件

※奨学生とは、受給者の被扶養者であって、大学等に在学している者です。

①学校教育法に規定する大学（大学院は除く）、短期大学、専修学校の専門課程
　（専門学校）又は一般課程、高等専門学校（第４学年又は第５学年に限る）
　に在学している者、又は平成31年度において新たに入学する者。

②国の制度による給付型の奨学金を受けていない者。
　（貸与型の奨学金を受けている者は給付の対象となります。）

▶奨学生の要件

①奨学金は、奨学金の受給者に対し給付されます。

市町村民税所得割額が非課税の世帯　　月額　30,000円（年額　360,000円）

新設 上記以外の世帯　　月額　5,000円（年額　60,000円）

②奨学金の給付期間は、奨学生の正規の就学年限となります。

▶給付の金額と期間
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ご連絡・お問合せ先　税務課　電話：0136-46-3131

お問合せ先　倶知安税務署　電話：0136-22-1192

家屋の新・増築、取り壊し等があればお知らせください
　本年中（１月１日から12月31日まで）に留寿都村内で家屋を新築・増築された（する予定がある）
方は役場税務課までお知らせください。翌年から課税される固定資産税額を計算するために、日
程を調整させていただき、税務課職員が家屋の評価にうかがいます。
　家屋の新・増築が後年になって発見された場合は、建築年にさかの
ぼって固定資産税が課税されることとなり、一括で納税していただか
なければならなくなってしまいます。
　固定資産税の適正な課税を行うためにも、お手数をおかけいたしま
すが、お知らせについてご協力いただけますようお願いいたします。
　また、家屋を取り壊す場合や、未登記家屋の所有権をほかの方に移
転する場合も役場税務課までご連絡ください。

税務課からのお知らせ

倶知安税務署からのお知ら
せ

平成30年「年末調整等説明会」にぜひご参加ください
　倶知安税務署では、年末調整事務の手続きなどについて説明する「年末調整等説明会」
を開催します。
　説明会終了後には、税務署職員が個別の質問に答える時間も設けられることから、年
末調整事務に関する疑問を解決できる絶好の機会です。年末調整を実施している事業者
の皆さんのご参加をお待ちしております。
� （※質問の内容によっては、回答が後日となる場合もあります。）

●日時　平成30年11月15日（木）　
　　　　　　　14：00 ～ 16：00（受付開始 13：30）

●対象　留寿都村内及び喜茂別町内に事業所を有する事業者
 （個人・法人は問いません）

●場所　喜茂別町農村環境改善センター
 （喜茂別町字伏見264番地の４）
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こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
、「
滑
っ
て
転

ん
で
骨
折
」
っ
て
意
外
に
多
い
で
す
よ
。

今
月
は
、
診
療
所
か
ら
ホ
ネ
の
あ
る
お
話

で
す
。

運
動

　

新
し
い
骨
は
運
動
の
刺
激
で
つ
く
ら
れ

ま
す
。
簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
骨

を
強
く
し
、転
倒
の
予
防
ば
か
り
で
な
く
、

太
り
に
く
い
体
を
つ
く
り
、
糖
尿
病
予
防

に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
散
歩
な
ど
で
日

光
に
あ
た
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
作
ら
れ
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
、ビ
タ
ミ
ン
、た
ん
ぱ
く
質

　

骨
を
つ
く
る
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ご

は
ん
、
麺
類
な
ど
の
炭
水
化
物
が
多
く
な

り
、
魚
、
肉
、
乳
製
品
、
大
豆
製
品
が
少

な
い
傾
向
の
方
は
ご
注
意
を
！

女
性
は
50
歳
を
過
ぎ
た
ら

骨
粗
し
ょ
う
症
の
検
査
を

　

骨
が
弱
く
な
る
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
ホ

ル
モ
ン
の
関
係
で
圧
倒
的
に
女
性
に
多
い

で
す
。
更
に
加
齢
、
運
動
不
足
、
タ
バ

コ
、
若
い
頃
の
過
度
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
糖

尿
病
は
骨
粗
し
ょ
う
症
の
リ
ス
ク
に
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
女
性
は
50
歳

を
過
ぎ
た
ら
一
度
検
査
を
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
診
療
所
で
は
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
と
尿
の
検
査
で
調
べ
ま
す
。
骨
粗
し

ょ
う
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
数
年
間
お

薬
を
飲
む
こ
と
で
も
骨
折
す
る
確
率
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
、気
の
緩
み
か
ら

足
を
折
る

　

毎
年
、
皆
さ
ま
の
骨
折
の
お
話
し
を
聞

い
て
い
る
と
、「
ち
ょ
っ
と
ゴ
ミ
を
捨
て

る
だ
け
だ
か
ら
と
サ
ン
ダ
ル
で
足
元
を
よ

く
見
な
い
で
歩
い
て
」
と
か
「
お
湯
が
沸

い
た
か
ら
急
い
で
い
て
」、「
電
話
が
鳴
っ

た
か
ら
つ
い
慌
て
て
」
な
ど
、
転
ん
で
骨

折
し
た
例
が
多
い
よ
う
で
す
。
落
ち
着
い

て
い
た
ら
予
防
で
き
た
骨
折
が
と
て
も
多

い
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
骨
を
強
く
す
る
対
策
を
し
っ

か
り
し
て
、「
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
。」

で
お
願
い
し
ま
す
ね
。

今月のテーマ

骨のお話

今月の執筆者

留寿都診療所
医師

大泉　　樹
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地域おこし協力隊
●毎月の活動内容をお知らせします●

地域おこし協力隊　北川　健治

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
北
川
で
す
。
今
回

は
私
の
９
月
の
活
動
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

２
回
目
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
９
月
１
・
２
日
の
本
番
に
向
け
て
、
前
日

の
８
月
31
日
は
、テ
ン
ト
張
り
な
ど
の
準
備
。

台
風
に
振
り
回
さ
れ
た
数
日

　
私
は
留
寿
都
村
の
食
材
（
野
菜
類
）
の
販

路
拡
大
と
し
て
輸
出
を
進
め
て
い
る
の
で
す

が
、
今
年
の
マ
カ
オ
へ
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

の
通
関
が
、
９
月
６
日
の
関
空
の
予
定
で
し

た
。
台
風
21
号
の
影
響
で
宅
配
便
の
遅
れ
も

考
慮
し
、
前
倒
し
で
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
関
空
が
沈
没
状
態
。
九
州
か
ら
の
転
便

が
決
ま
っ
た
の
で
す
が
、
大
阪
か
ら
九
州
へ

の
移
送
は
そ
の
数
日
前
に
起
こ
っ
た
西
日
本

豪
雨
の
影
響
で
、到
着
日
不
明
と
い
う
状
況
。

結
局
は
何
と
か
な
っ
た
の
で
す
が
、
何
よ
り

も
い
ろ
ん
な
状
況
を
想
定
し
て
の
準
備
が
大

切
で
す
ね
。
異
常
気
象
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ

う
で
す
。
皆
様
も
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
次
回
は
長
谷
川
隊
員
が
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、

会
場
の
駐
車
場
部
分
も
冠
水
に

な
り
か
け
る
ほ
ど
。
翌
日
に
備

え
て
、
テ
ン
ト
を
た
て
る
と
こ

ろ
ま
で
は
完
了
、
あ
と
は
食
材

の
準
備
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　
翌
日
の
ま
つ
り
本
番
は
う
っ

て
か
わ
っ
て
快
晴
。
村
の
方
々

の
日
頃
の
行
い
が
良
い
の
で
し

ょ
う
ね
。
私
た
ち
協
力
隊
は
商

工
会
の
ブ
ー
ス
で
、
鶏
串
や
豚

串
を
焼
い
て
お
手
伝
い
を
し
ま

し
た
。
２
回
目
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
少
し
慣
れ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
よ
う
に
回
数
を
重

ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と

も
っ
と
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。

通信

　
地
震
、
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
は
そ
れ
に
便
乗
し

た
悪
質
商
法
が
多
数
発
生
し
ま
す
。
悪
質
商
法
は
災

害
発
生
地
域
だ
け
が
狙
わ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
か
。

　
例
え
ば
、「『
地
震
の
影
響
で
屋
根
や
壁
の
補
修
を

す
る
必
要
が
あ
る
。今
す
ぐ
修
理
し
た
方
が
よ
い
。』

と
訪
問
し
て
き
た
事
業
者
言
わ
れ
、
慌
て
て
契
約
し

て
し
ま
っ
た
が
、
修
理
代
が
高
額
で
支
払
い
が
難
し

い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。」と
い
う
ご
相
談
や
、「
一

般
社
団
法
人
を
名
乗
り
被
災
者
へ
の
義
援
金
を
募
る

メ
ー
ル
が
届
い
た
。
義
援
金
を
送
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、
大
丈
夫
か
。」
な
ど
と
い
う
ご
相
談
が
全

国
の
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
修
理
な
ど
の
工
事
の
契
約
は
急
が
さ
れ
た
と
し
て

も
そ
の
場
で
決
め
ず
、
工
事
内
容
や
金
額
を
よ
く
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
寄
付
金
や
義
援
金
を
寄
付
す
る

際
は
募
っ
て
い
る
団
体
の
活
動
状
況
や
使
途
を
よ
く

確
認
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
公
的
機
関
が
電
話

な
ど
で
義
援
金
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不

審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
来
訪
の
申

し
出
が
あ
っ
て
も
断
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
急
か

さ
れ
て
契
約
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
不
安
に

な
っ
た
と
き
は
相
談
窓
口
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
に

気
を
付
け
て

消費生活相談
ようてい地域消費生活相談窓口
電話：0136-44-1600

悪徳商法など
消費生活に関する
相談はこちら

前日の準備は大雨！
水が浮いてきてます！

協力隊のメンバーは、商工会のテントのと
ころで、鶏串や豚串を焼いていました！
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保健医療課からのお知らせ

　村では、健康診査をより受けやすくするため、国民健康保険加入者の個別健診（人間ドック）を
実施しています。
　これは、個人が自分の日程に合わせて村と契約をしている健診機関（倶知安厚生病院、札幌厚生
病院、北海道対がん協会、留寿都診療所）に健診の予約をして受診するものです。
　健診の自己負担額は８千円ですが、70歳以上の方と市町村民税非課税世帯の方は自己負担なく受
診できます。

【個別健診を受けられる方は、下記のすべてに該当する方です】
①健診日時点で、留寿都村国民健康保険の被保険者である方
②健診日時点で、40歳～74歳である方（平成30年度中に40歳になる39歳の方も対象です）
③健診項目の全てを受診する方
④健診結果を役場に提出できる方
⑤特定保健指導に該当した場合、指導を受ける方

　実施期間は、平成31年３月末日までです。手続きなどの詳細は、役場保健医療課にお問い合わせ
ください。

お問合せ先　保健医療課　電話：0136-46-3131　

人間ドック事業をご利用ください

自賠責 切れていませんか？
　自賠責保険・共済は、すべての車・バイク1台ごとに加入が
義務付けられており、加害者の賠償責任を担保することで、
被害者の基本的な賠償を保障する制度であり、被害者の救済
を目的としています。
　一人一人が、より一層自賠責制度の役割や重要性、保険金・
共済金の支払いの仕組みなどを十分に理解・認識することがとても大切です。

～自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反です！～
　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的な対人賠償を目的として、
自動車損害賠償保障法に基づき、原動機付自転車を含むすべての自動車に加入が
義務付けられており、自賠責保険・共済なしで運行することは法令違反ですので
ご注意ください。
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　９月15日、キトリンゴ（旧

三ノ原小学校）で公民館講座

「木工教室」を開催しました。

今回挑戦したのは、薄い木の

板を使った編み込みトレイ。

参加者は、和やかな雰囲気の中、講師の佐藤国彦氏の指

導を受けながら制作に取り組み、美しい模様のトレイが

完成しました。

キトリンゴで
木工教室

９月15日９月26日 ９月26日９月27日

９・10月の
ピック
アップ

　９月26日、るすつ子どもセンター小型児童館

で「るすつ子ども卓球大会」が行われました。

今年１月に留寿都村と包括協定を締結している

ロート製薬株式会社が支援する一般社団法人ジ

ュニアサポートジャパンから寄贈された卓球台

を活用して行われた大会で、放課後児童クラブ

の子どもたちなど16名が参加し、楽しくのびの

びプレーしました。

るすつ子ども卓球大会

　９月27日、留寿都村で羊蹄山ろく消防組合多数傷

病者対応訓練が行われました。訓練は、知来別地区

で歩行者を巻き込んだ車両２台の事故があったとの

想定で行われました。傷病の緊急度や重症度に応じ

て治療の優先順位を付けるいわゆるトリアージを実

践するための訓練で、消防隊員と救急隊員26名が参

加し、瞬時の判断で症状の順位付けを行い、自動車

搭乗者を含む負傷者役の７名を搬送しました。

羊蹄山ろく消防組合多数傷病者
対応訓練 　９月26日、留寿都小学校児童会から日本赤十字北

海道支部後志地区留寿都分区（事務局：留寿都村役

場保健医療課）に対し、平成30年北海道胆振東部地

震災害義援金として寄附金が届けられました。寄附

金は、児童会が児童や先生から募ったもので、児童

会長の岩田純哉さんから被災者へのメッセージとし

て、「くじけずに頑張ってください。応援していま

す。」との言葉がありました。

留寿都小学校から災害義援金
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　９月29日、留寿都中学校で文化祭が開催されまし

た。英語暗唱発表では、２年生と３年生の４名が短

い期間で練習した暗唱を披露しました。また１年生

がキレキレのダンスで会場を沸かせ、２年生は歴史

を題材にした劇で普段の学習の成果がみせてくれま

した。３年生は、恒例の「ザ・ベストテン」で会場

を盛り上げました。

留寿都中学校文化祭

９月29日10月９日 10月３日10月14日

　10月９日、公民館で留寿都村文化団体連絡協議会

主催による第34回チャリティーカラオケの夕べが開

催されました。カラオケ、舞踊、詩吟などに加え、

今年はバンド演奏もあり、いつもとは一味違う「夕

べ」となりました。日の入りが早くなり夜はめっき

り寒くなりましたが、この日会場のホールは満席で

終始熱気に包まれていました。

第34回チャリティーカラオケの夕べ

　10月14日、留寿都小学校で学芸会が行われました。

２、４、５年生は音楽を１、３、６年生は劇を発表

しました。全校合唱では２曲が披露され力強い歌声

を聞くことができました。どの学年もこの日のため

に毎日練習した成果を見せてくれたすてきな学芸会

でした。

留寿都小学校学芸会
　10月３日の「ほっとなサロン　うぃず・ゆー」は

今年度最後のバス遠足で仁木町の果樹園に行きまし

た。「台風の後の雨」という天気予報に反して留寿

都は快晴。26名の参加者も「いいお天気ですね。」

と挨拶を交わしながらの出発でした。留寿都を離れ

るにつれてポツポツと雨が降り始め、目的地までと

うとう青空にはなりませんでした。それでも、たわ

わに実ったプルーンの木の下で「どの木が甘いか

な？」と年に一度の味を楽しみました。、家族のた

めにかごをいっぱいするのも忘れずに。留寿都に帰

ってくるとやっぱり晴れた空が出迎えてくれました。

ほっとなサロン　うぃず・ゆー
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家
屋
の
新
築
等
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
家
屋
の
新
築
ま
た
は
増
築
が
あ
っ
た
場
合
は
、
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
翌
年
か
ら
の
固
定
資
産
税
を
計
算
す

る
た
め
に
家
屋
の
評
価
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
都
合
の
よ
い
時
間
を
相
談
の

上
、
税
務
課
職
員
が
伺
い
ま
す
。（
税
務
課
か
ら
連
絡
、
訪

問
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
所
有
権
を
移
転
し
た
場
合
も

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税
務
課
（
庁
舎
②
番
窓
口
）

村
長
出
前
懇
談
会
随
時
募
集
中
！

　
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
な
ど
に
村
長
が
出
向
き
、
お

話
を
す
る
村
長
出
前
懇
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
村
長
と

お
話
が
し
た
い
、
村
政
に
つ
い
て
聞
き
た
い
こ
と
や
要
望
が

あ
る
な
ど
テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。
概
ね
７
名
以
上
の
団
体

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
、
開
催
希
望
日
の
約
２
週
間
前
ま
で
に

企
画
観
光
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
日
程
調
整
後
、
開

催
の
ご
連
絡
を
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
観
光
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
で
す

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労

働
者
の
生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
国
が
直
接
管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。
農
林
水
産

業
の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
「
未
手
続
事
業
の
一
掃
」
を
年
間
を
通

じ
た
主
要
課
題
と
位
置
付
け
た
上
で
、
11
月
を
「
労
働
保
険

適
用
促
進
強
化
期
間
」
と
し
、
集
中
的
に
広
報
活
動
を
展
開

し
、
労
働
保
険
制
度
の
よ
り
一
層
の
理
解
、
周
知
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労

働
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
速
や
か
に
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
）
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倶
知
安

　
　
　
　
　
℡
０
１
３
６
―
２
２
―
０
２
４
８

個
人
事
業
税
（
第
二
期
）
の
納
期
限

　
個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
に
納
め

て
い
た
だ
く
道
税
で
す
。
税
額
は
、
昨
年
の
事
業
所
得
か
ら

算
出
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
８
月
と
11
月
の
２

企
画
観
光
課
（
庁
舎
⑦
番
窓
口
）

他
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。（
年
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
、

８
月
の
納
期
に
全
額
を
納
め
ま
す
。）

　
納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
第
二
期
納
期
限
　
11
月
30
日
㈮

○
問
合
せ
　
後
志
総
合
振
興
局
税
務
課

　
　
　
　
　
℡
０
１
３
６
―
２
３
―
１
３
３
１

法
人
道
民
税
等
の
申
告
等
は
電
子
申
告
で

　
法
人
道
民
税
・
事
業
税
及
び
地
方
法
人
特
別
税
の
申
告
及

び
各
種
申
請
・
届
出
を
電
子
申
告
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
開
始
の
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　http://w

w
w
.eltax.jp/

○
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　�http://w

w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/sm

/
zim
/dshinkoku/

○
問
合
せ
　
札
幌
道
税
事
務
所
税
務
管
理
部
課
税
第
一
課

　
　
　
　
　
℡
０
１
１
―
２
８
１
―
７
８
３
４

相
続
・
遺
言
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
札
幌
法
務
局
倶
知
安
支
局
で
は
、
司
法
書
士
が
分
か
り
や

す
く
相
続
と
遺
言
に
つ
い
て
の
お
話
を
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時
　
11
月
21
日
㈬

　
　
　
　
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

○
場
所
　
札
幌
法
務
局
倶
知
安
支
局

　
　
　
　（
倶
知
安
町
南
１
東
３
―
１
）

○
演
題
　「
相
続
」
13
時
30
分
か
ら
50
分
程
度

　
　
　
　「
遺
言
」
14
時
30
分
か
ら
50
分
程
度

○
予
約・問
合
せ
　
℡
０
１
３
６
―
２
２
―
０
２
３
２

お知らせ
お問合せ先

留寿都村役場� 0136-46-3131
留寿都村教育委員会� 0136-46-3321
留寿都診療所� 0136-46-3774
地域包括支援センター

0136-47-2277
羊蹄山ろく消防組合留寿都支署

0136-46-3304
後志広域連合介護保険課

0136-55-8013

納 期 限

※
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

11
月
26
日
㈪

※�

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
後
志
広
域
連
合

介
護
保
険
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
第
５
期
納
期
限

11
月
30
日
㈮

固
定
資
産
税
第
４
期
納
期
限

国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
納
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
６
期
納
期
限
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北
海
道
働
き
方
改
革
推
進
支
援
・
賃
金
相
談

セ
ン
タ
ー
を
開
設

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
中
小
企
業
な
ど
の
働
き
方
改
革
の
実

現
に
向
け
た
各
種
支
援
を
行
う
た
め
全
都
道
府
県
に
「
働
き

方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
労
務
管
理
・

企
業
経
営
の
専
門
家
が
、
無
料
で
雇
用
管
理
改
善
や
就
業
規

則
の
見
直
し
な
ど
の
技
術
的
な
助
言
・
提
案
を
行
い
ま
す
。

○
問
合
せ
　�

北
海
道
働
き
方
改
革
推
進
支
援
・
賃
金
相
談
セ

ン
タ
ー
（
札
幌
市
中
央
区
北
４
西
５
―
１
）

　
　
　
　
　
℡
０
８
０
０
―
９
１
９
―
１
０
７
３

11月・12月の
救急当番病院

（土曜日受付時間12：00～17：00、
休日受付時間９：00～17：00）

11月10日㈯、11日㈰、17日㈯、
18日㈰、23日㈷、24日㈯、
25日㈰、12月１日㈯、２日㈰
倶知安厚生病院℡0136-22-1141
※�夜間（17：00～21：00）は倶知安厚
生病院が対応します。

自衛官採用試験案内（平成30年度入校の学生など）
募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生
（第５回） 18歳以上33歳未満の者 年間を通じて行っ

ております。 12月14日～16日

陸上自衛隊
高等工科学校

平成31年４月１日現在
15歳以上17歳未満の男
子で中学校卒業者

平成31年１月７日
まで 平成31年１月19日

○問合せ　倶知安地域事務所（倶知安町南３東１）電話　0136-23-3540
　　　　　留寿都村役場企画観光課　電話　0136-46-3131
　　　　　自衛官募集相談員　森川　勝之　電話　090-2818-9144

11月
14日㈬

いきいき体力アップ教
室（対象65歳以上）
受付／13：30
場所／公民館

11月
15日㈭

特定健康診査及び胃が
ん・肺がん・大腸がん検診
受付／６：00～10：00
場所／公民館

11月
15日㈭

乳幼児予防接種
受付／13：00～13：15
場所／診療所

11月
16日㈮

特定健康診査及び胃が
ん・肺がん・大腸がん検診
受付／６：00～10：00
場所／公民館

11月
20日㈫

１歳６か月児・３歳児健
康診査
受付／12：45～14：00
場所／子どもセンター

11月
20日㈫

健康スポーツ教室（ヨ
ガ教室）
受付／18：30
場所／公民館

11月
28日㈬

グ～ンとヘルスアップ
運動教室
時間／12：45～14：30
場所／公民館

11月
29日㈭

乳幼児予防接種
受付／13：00～13：15
場所／診療所

12月
６日㈭

乳幼児予防接種
受付／13：00～13：15
場所／診療所

11月・12月の
健康カレンダー

※�予防接種については、ワクチン確
保の都合がありますので予約が必
要となります。対象となる方へは
個別にスケジュール表を送付して
いますので、そちらをご覧の上、
実施を希望される日の１週間前ま
でに診療所にご予約ください。
※�担当　健診等／保健医療課
　�いきいき体力アップ教室／地域包
括支援センター
　健康スポーツ教室／教育委員会

しりべし弁護士相談センター
（11月・12月）

毎週水曜日／13：00～16：00

７日、14日、21日、28日11月
５日、12日、19日、26日12月

※相談は事前予約制
※予約受付時間　月～金　10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
　［住所］岩内町字高台84番地３（佐藤精肉店となり）
　［電話］0135-62-8373

弁護士無料法律相談会
（11月・12月）

●留寿都村公民館　13：00～14：30（14：30終了）

※１人30分（１日３人まで）
※�事前予約制ですが、人数に余裕があれば当日でも可。
※�申込み・問合せ先：留寿都村役場総務課（☎46-3131　内線122）

９日㈮11月 14日㈮12月
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〒
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虻
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留
寿
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村
字
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Ｔ
Ｅ
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Ｆ
Ａ
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w.vill.rusutsu.lg.jp

9月16日～10月15日届出分

ルスツコミュニティーメールに登録しよう！
　ルスツコミュニティーメールは、防災広報無線の放送内容をメールで配信するサービスです。
自宅に居ないときも、村からのお知らせを携帯電話やパソコンのメールで確認できます。

【登録方法】
　① 携帯電話などから、下記アドレス宛に空メールを送る。
　② ①の後に送られてくるメールに記載されたURLに接続する。
　③ 名前や希望の配信内容等を登録する。
※「生活情報」は、必ず選択してください。

【登録用空メールアドレス】e-rusutsu@xpressmail.jp

目指せ登録数400件！！
（10月15日現在392件）

お問合せ先　企画観光課　電話0136-46-3131

今月の一枚
※�

「
今
月
の
一
枚
」
は
紙
面
に
採
用
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

眠
ら
せ
て
お
く
に
は
惜
し
い
一
枚
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

【留寿都中学校文化祭にて】
文化祭でハッピーバースデー

お悔やみ申し上げます
９月29日　吉田　收さん　満80歳　（北町）
10月５日　岩田　怜子さん　満86歳　（南二線）

1,957（前月比 －60）

981（前月比 －15）

976（前月比 －45）

1,014（前月比 －59）

内外国人142（前月比－53）

（平成30年９月末現在）
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